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202１（令和 3）年度 初任者 SD研修（第 3回）「自分の大学を知ろう！」 

開催報告 

 

日 時： 2021（令和 3）年 11月 17日（水） 14：00～17：00 

会 場： オンライン（Zoom）  

企 画 統 括： 浅田 晋太郎氏（研修部会推進委員会 委員長、大阪女学院大学 常務理事・事務局長）  

企画コーディネート：  清水 栄子氏（研修部会推進委員会 委員、追手門学院大学 基盤教育機構/教育開発 
センター 准教授） 

司 会 進 行： 宮原 秀明氏（研修部会推進委員会 副委員長、大阪学院大学 大学事務長代理） 

講 師： 佐藤 浩輔氏（研修部会推進委員会 委員、大阪体育大学 庶務部研究支援担当） 

申 込 者 数： 7大学 14名（うち会員外 1大学 1名） 

参 加 者 数： 7大学 14名（うち会員外 1大学 1名）  

内 容 詳 細： 大学コンソーシアム大阪 HP掲載の「シラバス」参照 

実 施 結 果： 同上掲載の「PDF/参加者アンケート」参照 

企 画 ・ 運 営： 大学コンソーシアム大阪 研修部会推進委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅田委員長から「本日の研修で、設置形態、学部・学科等が違

う他大学の職員がどう感じているかを共有することは今後の力

にもなるだろう。横のつながりは得難く大切なものであり、この

研修はその第一歩となると考える。今日は良い時間を過ごされ

るよう祈っている。」との言葉があった。 

 

今年度の大学コンソーシアム大阪（以下、コンソ大阪という）の「初任者 SD研修」は、新型コロナウイルス感

染拡大防止の観点より、オンライン（Zoom）で実施した。 

続いて、講師の挨拶、自己紹介があった。 

 

冒頭に司会の宮原氏より、推進委員長 浅田氏の紹介、また浅田氏より開会挨拶と本研修の趣旨説明が

あった。 

 

浅田委員長 

佐藤講師 到達目標 
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冒頭に研修のねらい、目的、到達目標を共有した。 

その後、大学職員の求められている役割として、大学の運営の高度化を図る上での専門的職員、教職員の

資質向上のための SD研修の義務化や教職協働の重要性等を学んだ。 

グループワークでは、事前課題でまとめた自大学の概要やミッションを自己紹介とともに発表し、共有を行

った。 

個人ワークでは、事前に考えてきた「所属する大学の強み・弱み」についてのＳＷＯＴ分析を行った。また、

実現したい未来としてのビジョンを持つことの価値を学び、自大学をどのような大学にしていきたいかを言

語化するために、ビジョンフォームを作成し、その後グループ内で共有した。 

また、管理職の視点からとして、宮原副委員長より「自分がやりたいことと大学のビジョンのベクトルを合わ

せることは重要である。自分のしたいこと等の意見を持つのは良いことだが、管理職は最前線の現場の状

況を何分の一程度しか把握していないこともあるため、現場で理解されていることや事実をまず管理職と共

有したうえで、自身の意見を伝え、コミュニケーションを図ることで管理職にも意見や問題点等について理解

してもらいやすくなる。また、研修で学んだことを自身の業務の中で実践していくことが非常に重要である。」

との言葉があった。 

清水委員より、「所属する大学の概要を考える良い機会とな

ったと思う。講師のねらいは、ＳＷＯＴ分析を通じて、大学をこ

れまでとは違う視点から見て、さらに知るというところにあった

と思う。今回はこれらを用いて他大学の職員と共有したが、

自大学の職員ともＳＷＯＴ分析やビジョン共有といった大学を

知るワークをして共感者を探してほしい。また、その成果を事

後アンケートで聞くことができればうれしく思う。」との言葉が

あった。 

 

最後に、受講者アンケートを実施し、研修を終了した。 

 

後日、受講者には「受講証明書」が配付された。 

 

                                         以上 

清水委員 


